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虹
の
か
け
は
し

鈴
と
、小
鳥
と
、そ
れ
か
ら
私
、

み
ん
な
ち
が
っ
て
、み
ん
な
い
い

私
は
、
金
子
み
す
ゞ
の
詩
が
好
き
で
す
。
そ
し

て
、「
多
様
性
」
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
時
代
を

迎
え
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
一
致
団
結
」
と
い
う
言
葉
も
魅
力
的
で
す
。

で
も
そ
れ
は
、
多
様
な
考
え
の
人
た
ち
が
、
違
い

を
乗
り
越
え
て
互
い
に
認
め
合
う
姿
が
魅
力
的
な

の
で
す
。「
団
結
」
と
い
う
掛
け
声
で
、
異
質
な

も
の
を
排
除
し
「
同
調
化
」
が
求
め
ら
れ
る
と
、

逆
に
息
苦
し
く
な
り
ま
す
。

私
は
犬
を
飼
っ
て
い
ま
す
。
散
歩
で
多
く
の
犬

と
出
会
い
ま
す
が
、
同
じ
犬
種
で
も
性
格
は
か
な

り
違
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
実
は
、
多
様

な
個
性
こ
そ
が
生
物
に
備
わ
る
最
大
の
「
生
き
残

り
戦
略
」
ら
し
い
の
で
す
。

『
ま
と
ま
り
の
な
い
動
物
た
ち
』
で
、
ジ
ョ
ン
・

Ａ
・
シ
ビ
ッ
ク
氏
は
、
犬
や
猫
、
狼
、
コ
ヨ
ー
テ
、

ニ
ワ
ト
リ
、
ハ
チ
、
ク
モ
、
ア
リ
、
単
細
胞
生
物

な
ど
、
多
種
多
様
な
動
物
の
行
動
を
調
査
し
た
結

果
、
同
じ
種
の
動
物
の
中
に
も
多
種
多
様
な
個
性

が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
種

の
繁
栄
の
た
め
に
は
勇
敢
な
者
も
必
要
で
す
が
、

そ
れ
ば
か
り
だ
と
全
滅
す
る
リ
ス
ク
も
あ
る
。
臆

病
だ
が
思
慮
深
い
者
も
必
要
で
す
。

そ
の
多
様
な
個
性
の
お
か
げ
で
、
生
物
は
さ
ま

ざ
ま
な
環
境
の
変
化
に
も
適
応
し
、
そ
れ
が
生
物

の
進
化
を
も
促
し
て
き
た
と
述
べ
て
い
ま
す
。

多
様
な
自
然
と
多
様
な
個
性
…
。
そ
れ
を
ど
う

生
か
す
か
が
、
国
や
自
治
体
に
と
っ
て
も
、
各
企

業
や
各
種
の
団
体
・
組
織
に
と
っ
て
も
、
最
大
の

「
生
き
残
り
戦
略
」
に
な
る
の
で
し
ょ
う
。

（
阪
南
エ
リ
ア　

木
村
元
廣
）
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「核兵器のない世界を」と訴え、広島・長崎に
向かって歩きつなぐ『原水爆禁止国民平和大行進』
が今年も行われ、大阪みなみ医療福祉生協からは、
７月１日～３日に行われた行進に多数の組合員が
参加しました。
ロシアによるウクライナへの侵略戦争が続くな
か、ロシアは核兵器使用の威嚇を繰り返していま
す。日本政府は核兵器禁止条約の批准、署名にも
反対し、被爆者や世界の人びとの願いに背を向け
ています。
私たちは世界の人びとと連帯し、「戦争ではな
く平和を」「核兵器の廃絶を」「日本政府は核兵器
禁止条約の署名、批准を」を求めて運動を続けて
いきましょう。
１日は泉ケ丘コースと河内長野→富田林→羽曳
野→藤井寺→松原コースを、２日・３日は阪南→
和泉→堺コースの行進が行われ、それぞれ多くの
組合員が参加しました。

２
０
２
３
年
６
月
25
日（
日
）10
時
よ

り
堺
市
立
東
文
化
会
館
に
て
、
大
阪
み

な
み
医
療
福
祉
生
協
『
第
７
回
通
常
総

代
会
』
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
以
下
の
通
り
で
す
。

◆
１
号
議
案

２
０
２
２
年
度
の
活
動
総
括
と

２
０
２
３
年
度
活
動
方
針
案
の
件

◆
２
号
議
案

２
０
２
２
年
度
の
決
算
お
よ
び

剰
余
金
処
分
案
の
件
、
監
査
報
告

◆
３
号
議
案

２
０
２
３
年
度
予
算
承
認
の
件

◆
４
号
議
案

役
員
報
酬
限
度
額
の
件

◆
５
号
議
案

役
員
改
選
の
件

◆
６
号
議
案

議
案
決
議
効
力
発
行
の
件

議
事
の
質
疑
で
は
２
号
議
案
に
つ
い

て
２
名
の
総
代
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
発
言
通
告
の
届
け
出
が
あ
っ
た
総

代
か
ら
は
、
河
内
長
野
支
部
『
み
ん
な

の
居
場
所
』
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

報
告
を
受
け
ま

し
た
。

質
疑
を
終
え
、

全
議
案
が
賛
成

多
数
で
可
決
さ

れ
、
最
後
に
田

崎
副
理
事
長
の

挨
拶
を
も
っ
て

閉
会
し
ま
し
た
。

『
第
７
回

通
常
総
代
会
』

報
告

「核兵器なくせ !」の声、高らかに !
『2023年 原水爆禁止国民平和大行進』に参加しました！ 

浜寺公園から堺東へ
（堺エリア）

泉ケ丘での
網の目行進

（北野田エリア）

阪南コースに参加
（阪南エリア）

羽曳野市内を通過中
（羽曳野エリア）
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血
圧
と
は

血
液
が
心
臓
か
ら
動
脈
に
送
り
出

さ
れ
る
と
き
に
動
脈
壁
に
内
側
か
ら

か
か
る
圧
力
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

心
臓
の
ポ
ン
プ
作
用（
収
縮
）に
よ
っ

て
血
液
が
全
身
の
血
管
に
送
り
出
さ

れ
る
と
き
に
か
か
る
圧
力
を
収
縮
期

血
圧
（
最
高
血
圧
）、
逆
に
心
臓
が

拡
張
す
る
と
き
の
圧
力
を
拡
張
期
血

圧
（
最
低
血
圧
）
と
言
い
ま
す
。

高
血
圧
と
さ
れ
る
数
値

人
間
ド
ッ
ク
学
会
に
よ
る
と
、
血

圧
１
３
０
／
85
以
上
（
当
診
の
健
診

の
判
定
は
、
こ
の
数
値
を
基
準
と
し

て
い
ま
す
）
が
異
常
値
に
な
り
ま
す

が
、
医
学
的
に
は
１
４
０
／
90
以
上

に
な
る
と
治
療
の
対
象
と
な
っ
て
き

ま
す
。
た
だ
し
、
血
圧
の
正
常
値
は

変
動
し
ま
す
の
で
参

考
値
と
し
て
見
て
だ

さ
い
。
ま
た
、
個
々

の
疾
患
に
よ
っ
て
も

正
常
値
は
異
な
り
ま

す
。

高
血
圧
の
症
状

初
期
で
は
無
症
状
の
こ
と
も
多
い

高
血
圧
で
す
が
、
頭
痛
・
頭ず

重
じ
ゅ
う
か
ん感

（
頭
が
重
い
、
頭
が
締
め
つ
け
ら
れ

る
よ
う
な
感
じ
）・
め
ま
い
・
耳
鳴

り
・
肩
こ
り
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
病
気
が
す
す

む
と
動
悸
、
呼
吸
困
難
、
息
切
れ
な

ど
の
症
状
が
出
て
き
ま
す
。

高
血
圧
の
種
類

高
血
圧
の
80
〜
90
％
は
高
血
圧
と

な
る
基
礎
疾
患
を
も
た
な
い
、
原
因

が
明
ら
か
で
な
い
本
態
性
高
血
圧
で

す
。
遺
伝
や
加
齢
、
運
動
不
足
、
肥

満
、
塩
分
の
摂
り
す
ぎ
、
ス
ト
レ

ス
、
喫
煙
、
過
度
の
飲
酒
、
体
質
な

ど
が
原
因
で
発
症
す
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
残
り
の
10
〜
20
％
は
他
の
病

気
が
原
因
で
起
こ
る
二
次
性
高
血
圧

で
す
。

治
療
方
法

ま
ず
は
生
活
習
慣
の
改
善
を
図
り

ま
し
ょ
う
。
禁
煙
す
る
、
減
塩
に
努

め
野
菜
を
よ
く
食
べ
る
、
肥
満
で
あ

れ
ば
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
運
動
を
し
、
過

度
の
飲
酒
は
控
え
る
な
ど
。

生
活
習
慣
の
見
直
し
で
高
血
圧
が

改
善
さ
れ
な
い
場
合
は
、
薬
に
よ
る

治
療
を
行
い
ま
す
。

血
圧
の
生
理
的
変
動

血
圧
が
上
が
る
原
因
に
は
、
気

温
が
低
い
（
冬
場
）、
食
後
、
精
神

的
興
奮
（
ス
ト
レ
ス
）、
運
動
後
、

昼
間
、
喫
煙
、
長
期
的
な
飲
酒
な

ど
が
あ
り
、
血
圧
が
下
が
る
原
因

に
は
、
気
温
が
高
い
（
夏
場
）、
入

浴
後
、
夜
間
、
一
時
的
な
飲
酒
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

夏
の
血
圧

夏
は
気
温
が
上
が
り
体
内
の
熱
を

放
散
す
る
た
め
に
血
管
が
拡
張
し
ま

す
。
さ
ら
に
汗
を
多
量
に
か
く
と
血

管
内
の
水
分
と
塩
分
を
失
う
た
め
、

血
圧
が
下
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

冬
は
そ
の
逆
で
、
熱
を
逃
が
さ
な
い

よ
う
に
血
管
が
縮
む
の
で
血
圧
が
上

が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

夏
場
に
血
圧
が
下
が
り
す
ぎ
る
と

立
ち
く
ら
み
や
ふ
ら
つ
き
な
ど
の
症

状
が
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
薬
で
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
血
圧

が
下
が
る
か
ら
と
い
っ
て
、
自
己
判

断
で
治
療
を
中
断
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
夏
場
で
も
血
圧
が
上
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
暑
い
屋
外
と

冷
房
が
効
い
た
室
内
の
温
度
差
で
上

が
り
ま
す
。
必
ず
一
度
医
師
に
よ
る

診
察
を
受
け
、
相
談
の
上
で
薬
の

中
止
や
減
量
、
別
の
種
類
の
薬
に
変

え
る
な
ど
の
指
示
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
薬
が
中
止
に
な
っ
て
も

必
ず
自
宅
で
の
血
圧
測
定
を
続
け
ま

し
ょ
う
。血
圧
が
上
が
る
よ
う
な
ら
、

す
ぐ
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

正
し
い
血
圧
の
測
定
方
法

毎
日
同
じ
時
間
に
同
じ
条
件
（
起

床
後
１
時
間
以
内
と
寝
る
前
の
２

回
）
で
測
定
を
行
う
こ
と
が
推
奨
さ

れ
て
い
ま
す
。
測
定
す
る
と
き
は
原

則
と
し
て
２
回
測
っ
て
平
均
値
を
記

録
し
ま
す
。
排
尿
後
１
〜
２
分
間
安

静
に
し
て
、
座
っ
た
状
態
で
腕
を
心

臓
と
同
じ
高
さ
の
位
置
に
し
て
測
定

し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
暑
い
季
節
と
な
り
ま
す

が
、
熱
中
症
に
な
る
と
血
圧
が
高
い

人
で
も
急
激
に
血
圧
が
低
下
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
し
っ
か
り
熱
中
症

対
策
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
物
価
高

　

庶
民
の
我
ら
笑
う
だ
け

（
松
原
市　

岡
林
哲
夫
さ
ん
）

◆
又
値
上
げ

　

年
金
減
っ
て
追
い
つ
か
ぬ

（
岸
和
田
市　

山
本
ア
イ
子
さ
ん
）

◆
孫
守
り
で

　

撮
影
増
え
て
こ
ぎ
れ
い
に

（
堺
市
東
区　

尾
方
道
代
さ
ん
）

◆
背
負
う
た
娘
に

　

叱
咤
激
励
八
十
路
半

（
大
阪
狭
山
市　

尾
上
静
江
さ
ん
）

◆
草
笛
が

　

き
っ
と
あ
の
子
の
里
帰
り

（
堺
市
堺
区　

藤
田
治
雄
さ
ん
）

◆
梅
雨
明
け
て

　

朝
日
輝
く
夏
の
風

（
岸
和
田
市　

北
村
進
さ
ん
）

◆
物
忘
れ

　

メ
モ
し
た
紙
は
ど
こ
い
っ
た

（
岸
和
田
市　

渡
士
英
治
さ
ん
）

◆
ワ
グ
ネ
ル
は

　

漁
夫
の
利
で
か
せ
ぎ
兵
雇
う

（
岸
和
田
市　

宮
本
真
砂
さ
ん
）

◆
え
!?
米
寿
？

　

一
年
先
取
り
サ
プ
ラ
イ
ズ

（
岸
和
田
市　

山
本
三
郎
さ
ん
）

◆
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　

目
覚
め
る
放
送
日
が
き
ら
り

（
岸
和
田
市　

雷
涼
太
さ
ん
）

◆
公
邸
に

　

妖
怪
の
棲
む
ら
し
今
の
世
も

（
忠
岡
町　

詠
み
人
知
ら
ず
さ
ん
）

◆
し
か
と
来
る

　

老
い
も
病
い
も
台
風
も

（
岸
和
田
市　

豊
田
佳
代
子
さ
ん
）

読
者
の
川
柳

◆
締
切
は　

8
月
31
日

●
狭
山
み
ん
な
の
診
療
所

看
護
主
任
　

看
護
主
任
　
奥
村
　
鋭
子

奥
村
　
鋭
子

診

察

室

よ
り

●作品の送り先は11ページをご覧ください。
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北
野
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
、
７
月
７
日
の
七
夕

に
向
け
、
笹
の
葉
に
飾
り
付
け

を
し
ま
し
た
。
飾
り
は
利
用
者

さ
ん
が
折
り
紙
で
上
手
に
つ

く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
で
、

涼
し
げ
で
き
れ
い
で
し
た
。

短
冊
に
は
や
は
り
、「
元
気

で
健
康
に
く
ら
せ
ま
す
よ
う

に
」
と
願
い
ご
と
を
書
か
れ
た

方
が
多
く
い
ま
し
た
。
な
か
に

は
「
職
員
さ
ん
に
感
謝
」
と
書

い
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
い
て
、

「
こ
ち
ら
こ
そ
」
と
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

６
月
14
日
（
水
）
の
お
昼
か

ら
は
、「
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
月
に
１
回

来
ら
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

は
、
デ
イ
の
利
用
者
さ
ん
で
も

あ
る
お
母
様
の
手
を
引
い
て
、

二
人
で
来
ら
れ
ま
す
。
楽
し
い

お
話
に
歌
も
歌
っ
て
く
だ
さ

り
、
み
な
さ
ん
懐
か
し
い
気
持

ち
に
な
り
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。

６
月
21
日
（
水
）
に
は
工
作

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
来
ら

れ
、
紙
コ
ッ
プ
で
つ
く
る
籠か

ご

を

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
紙
コ
ッ
プ
を
ハ
サ

ミ
で
切
り
、
折
っ
て
編

ん
で
い
く
の
で
す
が
、

み
な
さ
ん
「
難
し
い
な

〜
」
と
言
い
な
が
ら
も

一
生
懸
命
編
み
上
げ
、

可
愛
ら
し
い
色
と
り
ど

り
の
籠
が
で
き
あ
が
り

ま
し
た
。

北
野
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
入
浴
や
昼
食
、
リ
ハ
ビ
リ

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
ほ

か
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
さ

ま
ざ
ま
な
催
し
も
行
っ
て
お
り

ま
す
。
介
護
の
ご
相
談
や
見
学
、

体
験
利
用
の
お
申
し
込
み
な

ど
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

『2023年 平和夏まつり』開催決定 !

北
野
田

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２
―
２
３
６
―
０
３
１
１

（
担
当
：
吉
田
・
雑
賀
・
浅
井
ま
で
）

◆開 催 日 8月26日㊏ 午後3時～7時頃まで（予定）

◆開催場所 北野田診療所駐車場にて
堺市東区南野田127番地

◆内　　容 戦争の記録を次世代の子どもたちに伝えるため
のパネル展示や映画上映、ビンゴゲーム
などの楽しい企画が盛りだくさん！
美味しい模擬店も出店します！

詳しくは北野田エリアの折り込みチラシにて ▲大野・大野台支部 ▲美原支部

▼北野田支部 ▼野田支部

▲南野田支部

さまざまな催しが行われました !さまざまな催しが行われました !

支部総会ショット
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堺 エ リ ア

５
月
29
日
に
堺
北
診
療
所
の
組

合
員
ホ
ー
ル
で
『
患
者
教
室
』
が

行
わ
れ
、
千
葉
先
生
に
帯
状
疱
疹

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

近
年
、
帯
状
疱
疹
の
発
症
率
は

増
加
傾
向
に
あ
り
、
発
症
年
齢
の

３
分
の
２
は
50
代
以
上
と
知
り
、

他
人
事
で
は
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

発
症
原
因
に
は
、
子
ど
も
の
頃
の

水み
ず

疱ぼ
う

瘡そ
う

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
関
係
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

「
ピ
リ
ピ
リ
と
し
た
痛
み
か
ら
始

ま
り
、
最
終
的
に
完
治
す
る
ま
で

２
年
続
く
ケ
ー
ス
も
あ
る
」「
大
人

同
士
で
は
移
ら
な
い
が
、
免
疫
の

な
い
子
ど
も
に
は
移
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
発
症
し
た
と
き
に
は
子

ど
も
た
ち
に
会
わ
な
い
ほ
う
が
い

い
」
と
い
っ
た
話
や
、「
後
遺
症
を

軽
く
す
る
薬
も
出
て
い
る
」「
予
防

に
ワ
ク
チ
ン
も
あ
る
が
値
段
が
高

い
の
で
、
保
険
適
用
に
な
り
も
っ

と
受
け
や
す
い
環
境
に
な
れ
ば
」

と
い
っ
た
社
会
保
障
的
な
側
面
も

聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
た
『
患
者

教
室
』
で
し
た
が
、
９
人
の
組
合

員
さ
ん
が
参
加
し
、
み
な
さ
ん
興

味
深
そ
う
に
話
を
聴
い
て
い
ま
し

た
。
千
葉
先
生
か
ら
直
接
お
話
を

聴
け
る
こ
の
よ
う
な
機
会
に
参
加

し
て
、
み
な
さ
ん
ど
ん
ど
ん
質
問

を
投
げ
か
け
、
知
識
を
深
め
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。  （

堺
エ
リ
ア　

垂
井
雅
仁
）

6月2日「熱中症について」中野看護
師長さんにお話していただきました。
私たち錦支部は高齢者が多いため、熱

中症には特に注意や予防が必要です。師
長さんからは、「常に水分を摂ること」
「温度・湿度計測機能付きの時計を利用
すること」「タオルで保冷剤を包んで首
に巻いて冷やす方法」など、いろいろ熱
中症対策について教えていただき、わか
りやすく学ぶことができました。
お話を聞きながらつまんだお菓子も美

味しくて会話も弾み、あっという間に時
間が過ぎました。外はあいにくの大雨で
したが、とても楽しかったです。

（錦支部　福島明美）

熊野支部では6月9日（金）に山之口
商店街にて『街かど健康チェック』を行
いました。商店街のみなさんの協力もい
ただき、8名もの方が参加されました。
血圧測定や健康相談、医療生協加入の

訴えもできました。多くの方に来てもら
えたのは、同じ場所で定期的に開催して
いるからではないかと思います。運営委
員さん4名と看護師さんや事務職員さん
らと力を合わせ、無事終了しました。
これからも半年に一度の間隔で、秋に

もう一度この場所で健康チェックを行い
たいと思います。継続は力なり！

（熊野支部　山本晴雄）

三宝支部では6月15日に南島の月洲
神社を会場にゴキブリ団子づくり班会を
行いました。久々の月洲神社でしたが、
9人参加しました。当地の運営委員Ⅰさ
んのお誘いで、ご近所の組合員さん3人
とご夫婦で参加された方がいて盛り上が
りました。つくり方をメモしたり、お
しゃべりしつつも全員が手際よく団子を
丸め、100個つくってお持ち帰りとなり
ました。ご夫婦は転居で地鎮祭を月洲神
社にお願いしたことや、ビラを見て参加
したことを話され、ビラ配布の効果に主
催者として勇気をもらいました。「今度
は健康チェック班会を」という話も出て、
楽しく元気になった班会でした。

（三宝支部　高宮洋子）

●堺北診療所
 〒590-0936　堺市堺区宿屋町東2丁1-5
 TEL.072-233-6569　FAX.072-229-6506
●通所リハビリ
 〒590-0936　堺市堺区宿屋町東2丁1-5
 TEL.072-233-6608　FAX.072-233-6608
●ケアプランセンター堺北
 〒590-0936　堺市堺区宿屋町東2丁1-5
 TEL.072-229-9051　FAX.072-229-6506

『患者教室』で帯状疱疹について学ぶ『患者教室』で帯状疱疹について学ぶ

楽  し  い  支  部  活  動  報  告楽  し  い  支  部  活  動  報  告
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羽 曳 野 エ リ ア

●コープ診療所
 〒583-0885　羽曳野市南恵我之荘4-5-1
 TEL.072-938-6226　FAX.072-939-1859
●訪問看護ステーション きずな
 〒583-0883　羽曳野市向野2-15-14
 TEL.072-938-6425　FAX.072-938-6425
●ヘルパーステーション きずな
 〒583-0883　羽曳野市向野2-15-14
 TEL.072-938-6330　FAX.072-938-6329
●ケアプランセンター きずな
 〒583-0883　羽曳野市向野2-15-14
 TEL.072-939-1850　FAX.072-939-1808

恵
我
ノ
荘
支
部
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

中
断
し
て
い
た
『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』

を
４
月
よ
り
再
開
し
、
毎
週
水
曜
日
の

午
前
９
時
30
分
よ
り
コ
ー
プ
診
療
所
の

２
階
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
15
人
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
い
会
場
な
の
で
、
み
な
さ
ん

の
び
の
び
と
し
た
気
分
で
膝
や
足
腰
の

筋
力
ア
ッ
プ
に
励
ん
で
い
ま
す
。

６
月
28
日
に
は
、
半
年
に
一
回
行
わ

れ
る
『
い
き
い
き
百
歳
体
操
』
の
体
力

測
定
が
あ
り
ま
し
た
。
測
定
の
項
目
は
、

５
メ
ー
ト
ル
歩
行
・
２
ス
テ
ッ
プ
・
握
力
・

Ｔ
Ｕ
Ｇ
テ
ス
ト（
※
）
な
ど
で
、
記
録
は

す
べ
て
保
存
さ
れ
ま
す
。

市
か
ら
は
看
護
師
の
新
見
さ
ん
、
社

会
福
祉
士
の
安
田
さ
ん
、
理
学
療
法
士

の
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

体
力
測
定
が
終
わ
れ
ば
質
問
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
み
な
さ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の

悪
い
と
こ
ろ
を
「
訴
え
る
」
よ
う
に
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今回のテーマは「夏から秋の花
の準備と手入れについて」です。
参加者は、苗だけを取りに来る方
を含め12名でした。
講師の浦田さんより、種の取り

方や保管方法、挿し芽での増やし
方などのお話があり、みなさんメ
モをとりながら熱心に聞き入って
おられました。

いつも楽しみにしている持ち帰りの苗は、トレニ
ア・ブルーサルビア・マリーゴールド・ポーチュラカ・
千日紅・ホウキグサなどで、他にもまだまだたくさ
んあります。浦田さんが種や挿し芽から大切に育て
られた苗たちです。いつもありがとうございます。
次回の開催日は11月20日（月）午前10時より 

「喫茶ブーケ」横にて行います。テーマは「正月と
来春の寄せ植え」です。お楽しみに！

（※）TUGテスト：転倒リスクの高さを判断するのに
有用なテストで、timed up＆go testを略したもの
です。椅子に座った状態から開始して立ち上がって
歩き出し、3m先の目印で折り返してスタート前の
座った姿勢に戻るまでの時間を計測します。

恵我ノ荘支部運営委員連絡先
● 吉田由美子 ………… 090-3614-9723
● 重永キヨ子 ………… 080-1437-3787
● 大前喜美子 ………… 090-8142-3645
● 廣瀬　公代 ………… 090-9997-0218
● 吉田　一夫 ………… 090-3614-9723

再開して、みんな『いきいき百歳体操』!再開して、みんな『いきいき百歳体操』!
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阪 南 エ リ ア

●阪南医療生協診療所
 〒596-0004　岸和田市荒木町2-2-18
 TEL.072-441-8881　FAX.072-441-8977
●訪問看護ステーション ひまわり
 〒596-0004　岸和田市荒木町2-2-18
 TEL.072-441-8910　FAX.072-441-3131
●デイサービス ひまわり
 〒596-0004　岸和田市荒木町2-2-18
 TEL.072-441-1781　FAX.072-441-0333

●デイサービス ひなた
 〒596-0812　岸和田市大町4-1-10
 TEL.072-441-3317　FAX.072-441-3327
●介護ネットワーク ひまわり
 〒596-0004　岸和田市荒木町2-2-18
 TEL.072-441-1664　FAX.072-441-2664

６
月
３
日（
土
）お
昼
か
ら
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
ひ
ま
わ
り
に
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
に
よ
る
ギ
タ
ー

デ
ュ
オ
演
奏
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。演

奏
者
は
「
Ｂ
ｅ
ｎ
＆
Ｙ
ｏ
ｕ
」

の
お
二
人
で
、「
カ
ン
ト
リ
ー
ロ
ー

ド
」「
イ
エ
ス
タ
デ
イ
」「
見
上
げ

て
ご
ら
ん
夜
の
星
を
」「
涙
の
キ
ッ

ス
」
な
ど
を
演
奏
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
し
ば
ら
く
こ
の
よ
う

な
催
し
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
よ
う
や
く
再
開
で
き
る

運
び
と
な
り
、
利
用
者
さ
ん
も
手

拍
子
で
リ
ズ
ム
を
取
っ
た
り
、
歌

を
口
づ
さ
ん
だ
り
し
て
、
と
て
も

楽
し
ん
で
鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

『『ギターデュオギターデュオ』』演奏会開催 !演奏会開催 !ボランティ
ア

さんによる
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大
阪
大
空
襲
跡
の
一
日

昭
和
20
年
３
月
13
日
夜
に
大
阪
大
空

襲
が
あ
っ
て
、
３
日
目
に
私
は
、
そ
の

跡
片
付
け
に
警
防
団
員
と
し
て
参
加
し

た
。わ

が
分
団
、
総
勢
40
余
名
ほ
ど
だ
っ

た
。
皆
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
、
お
よ
そ

30
キ
ロ
ほ
ど
走
っ
て
市
内
（
大
阪
）
に

入
っ
た
。
焼
跡
の
中
を
し
ば
ら
く
走
っ

て
、
浪
速
区
当
た
り
で
お
ろ
さ
れ
た
。

め
い
め
い
に
ス
コ
ッ
プ
を
担
い
で
行
進

し
た
。
見
渡
す
限
り
黒
い
砂
漠
の
よ
う

な
焼
野
原
。
ま
だ
一
面
に
ブ
ス
ブ
ス
細

い
煙
が
立
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
着
い

た
と
こ
ろ
は
、
あ
る
皮
革
工
場
の
焼
跡
。

そ
こ
で
片
付
け
仕
事
を
は
じ
め
か
け
た

が
、
10
分
も
た
た
ぬ
う
ち
に
、
私
た
ち

の
分
団
は
焼
け
落
ち
た
壕
堀
り
を
や
っ

て
く
れ
と
の
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
方
へ
向
か
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
辺
り
の
道
は
、
ほ
と
ん
ど
片
付

い
て
い
た
が
、
行
く
ほ
ど
に
、
80
歳
前

後
の
お
ば
あ
さ
ん
が
二
人
「
お
そ
ろ
し

い
こ
と
で
ん
な
ぁ
ー
。
わ
た
い
ら
は
、

な
ん
と
か
助
か
り
ま
し
た
が
」
と
指
を

さ
し
て
、「
あ
す
こ
か
ら
向
こ
う
の
人
は
、

み
ん
な
だ
ん
が
な
ぁ
ー
」
と
、
あ
と
は
、

二
人
で
う
ず
く
ま
っ
て
泣
き
伏
す
ば
か

り
。
私
は
ゾ
ッ
と
し
て
、
不
気
味
な
緊

張
が
全
身
を
走
っ
た
。
私
た
ち
は
、
そ

の
お
ば
あ
さ
ん
の
指
さ
し
た
方
へ
進
む

の
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
行
く
と
、
あ
ち
こ
ち
に
焼

け
た
ト
タ
ン
で
お
お
っ
た
塚
が
目
に
つ

い
て
き
た
。
高
さ
３
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ

う
か
、
ひ
と
き
わ
多
く
並
ん
で
い
た
の

で
不
審
に
思
い
、
す
き
間
か
ら
覗
い
て

み
る
と
、
な
ん
と
、
お
び
た
だ
し
い
焼

死
体
の
山
で
は
な
い
か
。
私
は
、
ぎ
ょ
っ

と
し
て
言
葉
も
出
な
か
っ
た
。
聞
け
ば

学
徒
動
員
で
招
集
さ
れ
た
学
生
ば
か
り

と
の
こ
と
。
そ
こ
は
、
あ
る
会
社
の
寄

宿
舎
の
跡
だ
っ
た
。
そ
の
む
ご
た
ら
し

さ
に
、
私
は
失
神
せ
ん
ば
か
り
に
驚
い

た
。こ

れ
が
聖
戦
の
姿
な
の
か
。
罪
の
な

い
人
間
を
焼
き
殺
し
た
敵
が
憎
い
。
が
、

そ
な
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
な
ど
と
豪
語

し
て
、
防
空
壕
を
掘
ら
せ
、
バ
ケ
ツ
リ

レ
ー
で
、
最
後
ま
で
頑
張
れ
と
言
っ
た

国
の
指
導
者
も
ま
た
憎
い
。

私
は
、
悲
憤
や
る
方
な
く
、
持
っ
て

い
た
ス
コ
ッ
プ
で
、
焼
け
た
だ
れ
た
路

面
を
叩
き
つ
け
た
。

私
た
ち
の
仕
事
は
、
隣
組
自
慢
の
焼

け
落
ち
た
壕
掘
り
で
あ
る
。
ま
だ
く
す

ぶ
っ
て
い
る
煙
と
、
生
臭
い
異
様
な
臭

気
の
中
を
進
ん
だ
。
も
う
そ
の
あ
た
り

は
、
歩
く
道
だ
け
あ
け
て
あ
っ
た
が
、

歩
く
両
側
は
焼
死
体
で
埋
ま
っ
て
い
た
。

頭
髪
、
衣
服
は
全
部
焼
け
て
し
ま
っ

て
丸
裸
で
、
手
足
の
先
だ
け
こ
げ
た
者
。

無
念
の
歯
を
く
い
し
ば
っ
て
、
こ
ぶ
し

を
握
り
し
め
て
い
る
者
。
ま
た
、
う
つ

ろ
な
目
で
空
を
睨
み
つ
け
て
虚
空
を
つ

か
ん
で
い
る
者
。

そ
の
も
が
き
苦
し
ん
だ
形
相
は
、
と

う
て
い
言
い
表
せ
ぬ
む
ご
さ
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
人
達
は
、
焼
夷
弾
の
雨
の

中
を
逃
れ
出
よ
う
と
道
ま
で
来
た
が
、

見
る
み
る
う
ち
に
、
一
面
火
の
海
と
な
っ

て
全
く
逃
れ
る
す
べ
も
な
く
、
親
を
呼

び
子
を
呼
び
友
を
呼
び
、
泣
き
叫
ぶ
声

も
暴
れ
狂
う
劫
火
に
か
き
消
さ
れ
て
、

敵
を
恨
み
、
戦
争
を
恨
み
、
天
に
叫
び

地
に
号
泣
し
、
ふ
り
絞
る
絶
望
の
さ
け

び
も
絶
え
だ
え
に
、
も
が
き
苦
し
み
倒

れ
た
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
ん
な
恐
ろ
し

い
戦
争
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も

絶
対
に
二
度
と
す
る
ん
じ
ゃ
な
い
ぞ
と
、

私
た
ち
に
叫
ん
で
い
る
よ
う
に
感
じ

入
っ
た
。

自
転
車
や
リ
ヤ
カ
ー
が
焼
死
体
と
折

り
重
な
っ
て
散
乱
し
て
い
る
中
を
、
３

０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
だ
ろ
う
か
。

目
ざ
す
隣
組
自
慢
の
防
空
壕
へ
着
い
た
。

そ
こ
は
か
な
り
広
い
十
字
路
の
一
角
で
、

お
よ
そ
百
坪
ほ
ど
の
場
所
で
、
そ
の
半

分
以
上
が
防
空
壕
。
残
り
は
15
坪
ほ
ど

の
水
槽
と
、
そ
の
回
り
の
空
き
地
少
々

と
い
う
完
備
ぶ
り
で
あ
る
。
水
槽
の
中

は
、
上
へ
上
へ
と
飛
び
込
ん
だ
人
た
ち

が
重
な
り
合
っ
て
埋
ま
っ
て
い
た
。

私
ど
も
は
壕
掘
り
の
方
に
取
り
か

か
っ
た
。
落
ち
込
ん
だ
壕
は
あ
ち
こ
ち

か
ら
煙
が
ふ
き
出
し
て
い
る
。
そ
し
て

所
々
に
高
い
個
所
が
あ
る
。
そ
の
高
い

と
こ
ろ
か
ら
土
の
取
り
除
き
作
業
を
は

じ
め
た
。
厚
さ
五
、
六
十
セ
ン
チ
の
土

を
除
け
ば
壕
の
天
井
板
が
現
れ
た
。
そ

の
上
に
立
っ
て
み
れ
ば
ぶ
よ
ぶ
よ
と
ゆ

れ
た
。
あ
あ
、
こ
の
下
に
…
…
一
瞬
緊

張
し
た
。
気
を
つ
け
て
や
れ
よ
と
誰
か

が
言
う
。
あ
と
は
も
く
も
く
と
丁
寧
に

土
を
取
り
除
い
た
。
板
の
す
き
間
か
ら

煙
が
ふ
き
出
し
て
く
る
。

そ
の
壕
は
、
入
口
は
右
側
に
奥
行
き

十
二
、
三
メ
ー
ト
ル
の
主
道
が
あ
っ
て
、

左
へ
奥
行
き
五
、
六
メ
ー
ト
ル
の
横
穴

が
四
、
五
本
あ
っ
た
。
分
厚
い
天
井
板

を
取
り
除
け
ば
、
皆
う
つ
ぶ
せ
に
積
み

重
な
っ
て
蒸
し
焼
き
に
さ
れ
た
人
の
山

だ
っ
た
。
手
や
足
の
先
は
焦
げ
て
い
た

が
、
一
体
ず
つ
形
が
く
ず
れ
な
い
よ
う

に
、
集
め
て
き
た
焼
け
ト
タ
ン
を
引
き

入
れ
て
、
そ
の
上
に
丁
寧
に
ね
か
せ
て

外
の
空
地
へ
並
べ
た
。

掘
り
下
が
っ
て
行
く
ほ
ど
に
、
壕

の
中
は
生
臭
い
に
お
い
と
煙
で
息
が
つ

ま
る
思
い
で
、
と
う
て
い
な
が
く
う
つ

む
い
て
続
け
ら
れ
な
い
。
あ
あ
何
と
い

う
悲
し
い
仕
事
だ
ろ
う
。
絶
対
に
二
度

と
こ
ん
な
仕
事
を
す
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

私
と
一
緒
に
行
っ
た
一
番
若
い
青
年

の
Ａ
君
は
、
気
分
が
悪
く
な
っ
て
、
も

う
だ
め
だ
と
言
っ
て
壕
の
外
へ
這
い
上

が
っ
て
し
ま
っ
た
。
犠
牲
者
は
、
だ
い

た
い
老
人
や
女
、
子
供
が
多
い
よ
う
だ
っ

た
。
一
番
下
に
な
っ
て
い
た
二
、
三
歳

の
女
の
子
の
上
に
、
多
数
の
人
が
か
ぶ

さ
っ
て
い
た
の
で
、
毛
糸
の
エ
ビ
茶
色

の
服
は
焼
け
て
な
か
っ
た
が
、
ぺ
し
ゃ

ん
こ
に
圧
し
つ
ぶ
さ
れ
て
、
小
さ
な
手

首
か
ら
先
は
焦
げ
て
し
ま
っ
て
い
た
の

が
な
ん
と
も
痛
ま
し
か
っ
た
。
や
っ
と

そ
こ
は
済
ん
だ
が
二
、
三
メ
ー
ト
ル
は

な
れ
た
次
の
山
に
と
り
か
か
っ
た
。

一
番
上
に
赤
ち
ゃ
ん
を
お
ん
ぶ
し
た

お
母
さ
ん
が
、
う
つ
ぶ
せ
に
寄
り
か
か
っ

て
倒
れ
て
い
る
。
背
の
赤
ち
ゃ
ん
は
殆

ん
ど
焼
け
て
し
ま
っ
て
い
た
。
私
ど
も

五
、
六
人
で
そ
の
お
母
さ
ん
を
や
お
ら

上
向
け
に
か
え
し
た
時
、
が
ば
っ
と
顔

面
が
は
が
れ
落
ち
た
。
そ
の
ま
ま
壕
の

中
へ
引
き
入
れ
た
ト
タ
ン
の
上
に
、
あ

お
む
け
に
寝
か
せ
た
。
胸
の
あ
た
り
だ

け
焼
け
な
か
っ
た
の
で
、
お
ん
ぶ
の
帯

が
そ
こ
だ
け
胸
深
く
、
く
っ
つ
い
て
残
っ

て
い
た
。
顔
面
の
な
い
顔
は
、
ま
だ
湯

気
が
立
っ
て
真
っ
赤
で
あ
る
。
そ
の
中

か
ら
大
き
な
深
い
二
つ
の
眼
孔
が
虚
空

を
に
ら
み
、
あ
た
り
を
も
に
ら
み
つ
け

る
よ
う
な
、
そ
の
恐
ろ
し
い
形
相
に
思

わ
ず
顔
を
そ
む
け
た
。

腹
の
皮
が
は
が
れ
、
内
臓
が
露
出
し

て
正
視
出
来
る
も
の
で
は
な
い
。
あ
わ

て
て
は
が
れ
落
ち
た
顔
面
を
拾
っ
て
、

お
面
を
つ
け
る
よ
う
に
眼
孔
だ
け
の
顔

に
か
ぶ
せ
た
が
、
鼻
が
へ
ち
ゃ
げ
て
し

ま
っ
て
無
惨
な
顔
だ
っ
た
。
あ
あ
、
何

と
い
う
悲
惨
さ
だ
ろ
う
か
。

天
井
板
が
焼
け
て
落
ち
込
ん
だ
土
砂

に
う
ず
ま
っ
た
手
や
足
は
、
蒸
し
焼
き

に
さ
れ
て
い
る
の
で
、
ち
ぎ
れ
な
い
よ

『

』

こ
の
手
記
は
34
年
ほ
ど
前
に
「
い
ず
み
市
民
生
協
」の
依
頼
に

よ
り
集
め
ら
れ
、『
母
さ
ん
の
昭
和
史
』（
１
９
８
９
年
８
月

日
本
機
関
紙
協
会
出
版
）に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
す
。

〈
文
・
岡
田
栄
一
郎
さ
ん
（
当
時
富
田
林
市
伏
山
在
住
）〉

戦
争
体
験
者
の
手
記
よ
り
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う
に
気
を
つ
か
っ
た
。
そ
の
う
ち
に
昼

の
時
間
が
き
た
が
、
近
く
で
は
と
う
て

い
食
べ
ら
れ
そ
う
に
な
い
の
で
、
あ
る

小
学
校
の
焼
跡
で
食
べ
る
こ
と
に
し
て
、

生
臭
い
煙
の
た
だ
よ
う
中
を
か
な
り
歩

い
て
そ
の
場
所
に
つ
い
た
。

焼
け
落
ち
た
鉄
筋
校
舎
の
が
ら
ん
ど

う
の
中
で
、
あ
ち
こ
ち
で
数
人
が
何
か

と
り
ま
く
よ
う
に
し
て
み
ん
な
黙
っ
て

う
つ
む
い
て
座
っ
て
い
る
。
涙
を
拭
い

て
い
る
も
の
も
い
る
。
よ
く
見
る
と
、

中
に
死
人
を
寝
か
せ
て
い
た
。
た
ぶ
ん

身
内
の
人
た
ち
が
焼
跡
か
ら
さ
が
し
出

し
て
こ
こ
ま
で
運
ん
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
…
…
。

私
た
ち
は
、
校
庭
の
築
山
の
石
に
腰

か
け
て
、
お
茶
な
し
で
弁
当
を
食
べ
た

が
、
死
臭
が
鼻
に
つ
い
て
い
て
半
分
も

食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
。

そ
こ
か
ら
か
な
り
向
こ
う
の
方
で
、

む
く
む
く
と
白
い
煙
が
上
が
っ
て
い
る
。

そ
の
下
で
ポ
ン
ポ
ン
と
何
か
は
ぜ
る
音

が
さ
か
ん
に
す
る
の
で
、
少
し
時
間
が

あ
っ
た
か
ら
行
っ
て
見
る
と
、
煙
の
下

は
黒
山
の
人
だ
か
り
。
聞
け
ば
そ
こ
は

缶
詰
の
倉
庫
で
、
そ
れ
が
燃
え
つ
づ
け

て
い
る
の
で
あ
る
。
人
々
は
、
ま
だ
焼

け
て
い
な
い
缶
詰
を
拾
い
出
す
の
に
け

ん
命
で
あ
っ
た
。

空
に
は
敵
の
偵
察
機
が
ゆ
う
ゆ
う
と

舞
っ
て
お
る
の
に
、
だ
れ
も
そ
れ
を
気

に
す
る
よ
う
す
も
な
か
っ
た
。

引
き
返
す
途
中
、
小
学
校
ら
し
い
焼

跡
が
、
見
下
ろ
す
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。

広
い
校
庭
に
た
だ
一
つ
、
芋
穴
の
よ
う

な
深
さ
七
、
八
十
セ
ン
チ
の
小
さ
な
長

方
形
の
穴
の
中
に
四
、
五
年
生
位
の
少

年
が
一
人
丸
裸
で
、
横
に
な
っ
て
ち
ぢ

こ
ま
っ
て
死
ん
で
い
た
。
お
そ
ら
く
着

物
は
猛
火
の
旋
風
で
吹
っ
飛
ん
だ
の
だ

ろ
う
。
家
族
と
は
ぐ
れ
て
た
だ
一
人
、

学
校
の
広
場
へ
逃
れ
て
き
た
に
ち
が
い

な
い
。
こ
の
学
校
の
生
徒
な
ら
こ
の
穴

も
知
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
防
空
壕
の

つ
も
り
で
飛
び
込
ん
だ
が
一
面
に
焦
熱

地
獄
と
化
し
て
、
少
年
は
再
び
出
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
わ

い
そ
う
に
。

こ
ん
な
よ
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
三
日

も
そ
の
ま
ま
に
し
て
あ
る
の
は
、
家
族

も
全
滅
し
た
に
ち
が
い
な
い
。

私
は
、
朝
来
て
か
ら
、
あ
ま
り
の
惨

状
に
、
口
も
乾
き
涙
も
出
な
か
っ
た
の

に
、
校
庭
の
穴
の
中
で
一
人
の
少
年
が
、

丸
裸
で
ち
ぢ
こ
ま
っ
て
死
ん
で
い
る
の

を
見
て
、
は
じ
め
て
涙
が
溢
れ
出
た
。

い
よ
い
よ
午
後
の
作
業
時
間
が
近
づ

い
た
が
、
再
び
現
場
へ
向
か
う
の
は
何

と
も
足
が
重
た
か
っ
た
。
何
し
ろ
蒸
し

焼
き
に
さ
れ
て
埋
ま
っ
て
い
る
の
で
、

形
が
く
ず
れ
な
い
よ
う
土
を
取
り
除
く

の
に
非
常
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

よ
う
や
く
一
段
落
し
て
、
横
穴
の
奥

を
見
る
と
、
国
民
服
を
着
た
人
が
、
一

人
う
つ
む
け
に
倒
れ
て
い
る
。

そ
こ
は
空
気
が
こ
も
っ
て
焼
け
落
ち

て
な
か
っ
た
の
で
、
服
装
も
そ
の
ま
ま

で
あ
っ
た
。
戦
闘
帽
を
か
む
り
、
ゲ
ー

ト
ル
を
巻
き
、
軍
靴
を
は
い
て
、
手
に

は
奉
公
袋
、
そ
の
紐
を
ま
き
つ
け
て
奉

公
袋
の
口
の
あ
た
り
を
か
た
く
握
り
し

め
て
い
た
。

年
齢
は
四
十
歳
前
後
。
さ
て
は
応
招

兵
だ
っ
た
の
か
。
そ
れ
で
み
ん
な
の
そ

ば
へ
寄
り
つ
か
ず
に
一
人
で
倒
れ
て
い

た
ん
だ
な
と
、
そ
の
気
持
ち
が
解
る
よ

う
な
気
が
し
た
。
外
は
火
の
海
。
壕
内

は
焦
熱
地
獄
。
絶
望
の
叫
び
は
壕
を
ゆ

る
が
し
、
張
り
裂
け
る
ば
か
り
だ
っ
た

ろ
う
。
思
う
だ
に
心
が
痛
む
。
そ
の
人

を
最
後
に
大
き
な
防
空
壕
も
す
っ
か
り

片
付
い
た
の
で
外
へ
上
が
っ
た
。

他
の
班
は
隣
の
防
火
用
水
槽
の
中
の

重
な
り
合
っ
た
多
数
の
遺
体
の
引
き
上

げ
も
終
わ
っ
た
ら
し
い
。

見
れ
ば
水
槽
の
水
は
ま
だ
半
分
ほ
ど

残
っ
て
い
た
。
こ
の
水
で
命
の
限
り
防

火
に
尽
く
し
た
人
た
ち
だ
っ
た
ろ
う
に
。

せ
ま
り
く
る
劫
火
に
な
す
す
べ
も
な

く
、
荒
れ
狂
う
焦
熱
地
獄
を
逃
れ
ん
と
、

苦
し
ま
ぎ
れ
に
飛
び
込
ん
だ
こ
の
水
槽

も
地
獄
だ
っ
た
。
一
時
は
こ
の
水
も
煮

え
湯
と
化
し
た
で
あ
ろ
う
。

防
空
壕
と
い
い
、
水
槽
と
い
い
、
実

に
言
語
に
絶
す
る
悲
惨
極
ま
る
も
の

だ
っ
た
。
一
面
に
ぎ
っ
し
り
と
並
べ
ら

れ
た
遺
体
、
そ
の
数
合
わ
せ
て
百
八
十

人
ほ
ど
だ
と
誰
か
が
言
っ
た
。

私
た
ち
は
言
葉
も
な
く
こ
の
あ
り
さ

ま
を
、
ぼ
う
ぜ
ん
と
な
が
め
て
、
思
わ

ず
黙も
く
禱と
う
を
さ
さ
げ
た
。

親
は
、
国
の
指
導
者
の
言
葉
を
信
じ

て
造
っ
た
防
空
壕
に
、
子
供
は
、
親
を

信
じ
て
安
心
し
て
入
っ
た
そ
の
防
空
壕

が
、
地
獄
の
穴
だ
っ
た
と
は
、
一
体
誰

が
こ
の
責
任
を
負
う
の
か
。
や
り
場
の

な
い
悲
憤
が
こ
み
上
げ
て
き
て
な
ら
な

か
っ
た
。

そ
の
あ
た
り
は
私
ど
も
の
現
場
の
他

は
、
ま
だ
片
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
道

の
向
か
い
の
家
な
ど
一
家
九
人
が
生
き

埋
め
に
な
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
時

間
が
な
く
て
行
け
な
か
っ
た
。
作
業
時

間
も
終
え
て
、
ま
だ
見
渡
す
限
り
ブ
ス

ブ
ス
く
す
ぶ
っ
て
い
る
地
獄
の
焼
野
原

を
後
に
、
私
ど
も
の
警
防
団
は
引
き
上

げ
た
。

あ
れ
か
ら
38
年
、
今
も
な
お
当
時
の

惨
状
が
ま
ざ
ま
ざ
と
私
の
瞼
に
焼
き
付

い
て
消
え
な
い
。
ま
た
、
心
に
受
け
た

大
き
な
衝
撃
も
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。

私
は
、
こ
の
記
録
を
書
く
に
当
た
っ

て
、
あ
の
恐
ろ
し
い
空
襲
跡
が
、
37
年

経
っ
た
今
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見

た
く
て
、
昨
年
、
浪
速
区
の
役
所
を
尋

ね
て
、
い
ろ
い
ろ
当
時
の
こ
と
を
聞
い

て
み
た
が
、
町
も
人
も
す
っ
か
り
変
わ
っ

て
い
る
か
ら
何
も
わ
か
ら
な
い
と
の
こ

と
。
な
る
ほ
ど
、
当
時
の
人
は
役
所
に

い
な
い
ら
し
い
。

そ
こ
で
、
空
襲
の
記
録
が
あ
れ
ば
見

せ
て
ほ
し
い
と
、
頼
ん
で
さ
が
し
て
も

ら
っ
て
、
そ
の
記
録
を
見
る
と
、
空
襲

も
、
最
初
の
頃
は
大
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
皆
油
断
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、

Ｂ
29
が
、
お
よ
そ
90
機
の
大
編
隊
で
襲

来
し
、
見
る
見
る
一
面
火
の
海
と
化
し
、

人
々
は
逃
れ
る
す
べ
も
な
く
、
浪
速
区

は
殆
ん
ど
全
滅
の
惨
禍
を
受
け
た
と

あ
っ
た
。
そ
の
時
、
浪
速
区
は
93
％
の

面
積
を
焼
失
し
た
。
空
襲
前
は
12
万
７

千
余
人
の
人
口
が
、
一
挙
に
12
万
２
千

余
人
を
減
じ
、
残
り
僅
か
４
７
４
９
人

に
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
大
阪
市
で
は
、
一
挙
に
50
万

人
の
罹
災
者
と
13
万
戸
の
焼
失
戸
数
を

出
し
た
と
記
さ
れ
て
い
た
。

一
夜
の
う
ち
に
こ
れ
ほ
ど
の
大
損
害

を
受
け
た
の
だ
。

こ
れ
が
38
年
前
の
日
本
の
敗
戦
の
姿

で
あ
っ
た
。
そ
の
上
、
念
入
り
に
広
島
、

長
崎
を
核
の
実
験
台
に
さ
れ
た
の
は
、

か
え
す
が
え
す
も
残
念
で
あ
る
。
憎
む

べ
き
は
戦
争
で
あ
る
。

日
本
は
国
を
守
る
た
め
と
言
っ
て
軍

備
を
増
強
し
、
米
ソ
戦
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
ら
、
悲
し
い
運
命
が
待
っ
て
い
る

だ
け
で
あ
る
。

私
は
、
空
襲
跡
の
一
日
で
、
戦
争
の

恐
ろ
し
さ
を
悲
憤
の
涙
で
あ
じ
わ
っ
た
。

あ
ま
た
な
る
戦
争
犠
牲
者
の
霊
を
慰

め
る
道
は
た
だ
一
つ
。
そ
れ
は
人
々
の

悲
惨
な
死
を
絶
対
に
無
駄
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
即
ち
、
こ
の

世
界
か
ら
戦
争
を
絶
滅
し
、
永
遠
の
平

和
実
現
に
努
力
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ

が
、
生
き
残
っ
た
者
の
責
任
で
あ
る
と

思
う
。

日
本
の
最
も
安
全
な
、
そ
し
て
世
界

か
ら
も
望
ま
れ
て
い
る
道
は
、
永
世
中

立
を
宣
言
し
、
国
連
を
中
心
に
し
て
誠

心
誠
意
全
力
を
あ
げ
て
、
超
大
国
の
核

戦
争
を
防
止
し
、
世
界
平
和
の
た
め
に

尽
く
す
の
が
平
和
憲
法
の
国
、
日
本
の

最
も
大
切
な
義
務
だ
と
信
じ
る
。

私
は
無
学
な
百
姓
お
や
じ
の
お
い
ぼ

れ
だ
が
、
二
度
と
、
恐
ろ
し
い
戦
争
を

繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、
体
験
し
た
そ

の
ま
ま
の
記
録
を
綴
っ
た
。
こ
の
拙
文

が
、
世
界
平
和
〝
草
の
根
運
動
〞
の
た

め
に
何
が
し
か
の
ご
参
考
と
も
な
れ
ば

こ
の
上
の
喜
び
は
な
い
。
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◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
っ
て
良
く
聞
く
け

ど
詳
し
く
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、「
診
察
室
よ
り
」
を
読
ん
で
わ

か
り
ま
し
た
。

（
大
阪
狭
山
市　

堀
口
昌
弘
さ
ん
）

◆
よ
う
や
く
マ
ス
ク
な
し
の
く
ら
し

が
で
き
る
か
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
そ
う
も
い
き
そ
う
も

な
く
、
熱
中
症
の
心
配
も
し
な
く
て

は
い
け
な
い
し
、
今
か
ら
疲
れ
そ
う

で
す
ね
。

（
堺
市
中
区　

岡
本
啓
子
さ
ん
）

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
つ
い

て
、
今
ま
で
「
従
来
の
薬
よ
り
安
価

で
、
効
能
は
変
わ
ら
な
い
」
と
の
認

識
で
し
た
。
記
事
を
読
み
、
こ
れ
に

加
え
て
「
有
効
性
と
安
全
性
が
確
認

さ
れ
て
い
る
」
と
知
り
、
安
心
し
て

使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
医
療
財

政
を
安
定
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
納
得

で
き
る
内
容
で
し
た
。

（
富
田
林
市　

馬
場
義
伸
さ
ん
）

◆
最
近
の
暑
さ
で
ち
ょ
っ
と
バ
テ
ま

し
た
。
無
理
せ
ず
、
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
き
ま
す
。

（
大
阪
狭
山
市　

長
尾
加
代
さ
ん
）

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
化
を
急
ぐ

政
府
は
、「
期
限
ま
で
に
申
し
込
ん

だ
人
に
は
最
大
２
万
円
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
」
と
い
う
人
参
と
「
今
の
保
険
証

は
来
年
秋
に
廃
止
」
と
い
う
退
路
を

断
つ
ム
チ
を
使
っ
た
。
フ
ェ
ア
で
は

な
い
詐
欺
商
法
的
な
や
り
方
で
強
制

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
本
来
強
制
で

は
な
か
っ
た
は
ず
な
の
に
。
す
で
に

ト
ラ
ブ
ル
が
多
発
し
て
い
る
。
民
主

主
義
国
家
な
の
だ
か
ら
も
っ
と
時
間

を
か
け
、
納
得
の
い
く
ま
で
議
論
を

尽
く
し
て
か
ら
決
め
る
べ
き
だ
。

（
羽
曳
野
市　

松
浦
紀
彦
さ
ん
）

◆
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
こ
と
が

よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
私
は
ず
い
ぶ

ん
前
か
ら
診
察
券
に
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
で
お
願
い
し
ま
す
シ
ー
ル
」
を

貼
っ
て
い
る
の
で
、
ど
の
病
院
で
も

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
優
先
に
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

（
忠
岡
町　

奥
野
千
寿
子
さ
ん
）

◆「
地
元
お
す
す
め
ス
ポ
ッ
ト
」
が

楽
し
み
で
す
。
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ

ズ
は
頭
の
体
操
、
頑
張
り
ま
す
。

（
岸
和
田
市　

酒
井
順
子
さ
ん
）

◆
日
曜
日
に
蜻と

ん
ぼ蛉

池
公
園
の
ア
ジ
サ

イ
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
な
ア
ジ
サ
イ
が
と
て
も
き
れ
い

だ
っ
た
。

（
藤
井
寺
市　

植
村
啓
子
さ
ん
）

◆
知
人
が
丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
夏

野
菜
を
い
た
だ
く
の
で
す
が
、
と
て

も
珍
し
い
み
か
ん
色
の
ト
マ
ト
や
肉

厚
の
大
き
な
ピ
ー
マ
ン
、
切
り
口
が

丸
い
オ
ク
ラ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
品

種
を
勉
強
し
て
栽
培
さ
れ
、
い
つ
も

感
謝
し
な
が
ら
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。（

堺
市
東
区　

阪
本
信
子
さ
ん
）

◆
７
月
号
の
「
私
の
戦
争
体
験
」
の
、

林
さ
ん
と
木
下
さ
ん
の
お
話
の
「
米

櫃び
つ

」
の
こ
と
。
田
宮
さ
ん
の
お
話
の

「
お
前
も
悪
い
、
ワ
シ
も
悪
い
。
と

も
に
殴
り
合
お
う
」
は
悲
し
く
も
あ

り
、ど
こ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
も
あ
り
。

山
田
さ
ん
の
お
話
の
「
砲
弾
の
破
片

が
…
こ
ぶ
の
よ
う
に
出
て
き
て
」
…

み
な
、
リ
ア
ル
で
す
さ
ま
じ
い
。
他

社
の
新
聞
で
も
こ
ん
な
正
直
な
記
事

は
見
た
こ
と
が
な
い
と
思
い
ま
す
。

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
６
月
号
４

ペ
ー
ジ
の
福
田
陶
器
支
部
の
写
真
、

左
手
前
は
Ｕ
さ
ん
？
10
数
年
も
お

目
に
か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
お
世

話
に
な
り
っ
ぱ
な
し
で
す
。
お
元
気

そ
う
で
安
心
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
堺
市
西
区　

小
宮
征
夫
さ
ん
）

◆
河
内
長
野
支
部
が
、
み
ん
な
の
居

場
所
「
だ
ん
だ
ん
」
を
始
め
ま
し
た
。

学
習
会
や
手
芸
や
リ
ン
パ
ケ
ア
な
ど

を
計
画
さ
れ
て
い
て
、
本
当
に
楽
し

み
で
す
。

（
河
内
長
野
市　

小
松
さ
な
え
さ
ん
）

◆
表
紙
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
ね
。

自
然
の
美
し
さ
に
心
洗
わ
れ
ま
す
。

（
羽
曳
野
市　

田
中
俊
一
さ
ん
）

◆
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
を
頭
の

体
操
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
古
市
古
墳
群
」
に
改
め
て
行
っ
て

み
た
く
な
り
ま
し
た
。

（
大
阪
狭
山
市　

小
田
和
子
さ
ん
）

◆「
国
を
守
る
の
は
軍
事
費
を
上
げ

る
こ
と
」
と
い
う
短
絡
さ
に
辟へ

き

易え
き

。

そ
の
前
に
や
る
べ
き
外
交
や
、
そ

の
た
め
の
人
材
育
成
な
ど
、
充
分
に

や
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
疑
問

で
す
。

（
羽
曳
野
市　

呉
本
由
香
さ
ん
）

◆
同
居
す
る
91
歳
の
母
と
『
く
ら
し

と
医
療
』を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

母
が
「
今
の
日
本
は
悪
い
方
向
へ
向

か
っ
て
い
る
」
と
嘆
き
ま
す
。
政
治

家
に
は
も
っ
と
し
っ
か
り
し
て
欲
し

い
で
す
ね
。
心
穏
や
か
に
く
ら
せ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
羽
曳
野
市　

木
越
敦
子
さ
ん
）

▲吉岡奈保子さん（富田林市）

写真を募集しております！テーマはなし! 被写体はなんでもOK！ 
人物や風景、可愛いらしい動物やペットなど、ほっこりする写真、びっ
くりする写真、思わずクスッとする写真、いろんな写真を募集してお
ります！写真のタイトルとセリフをひと言（20字以内）書いてお送り
ください。　 《毎月末締切》作品の送り先は11ページをご覧ください。

●「組合員さんの声」への投稿は150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。●「組合員さんの声」への投稿は150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。●「組合員さんの声」への投稿は150字以内でお願いします。●紙面の都合上、いただいたお声の全てを掲載できません。ご理解くださいますようお願いいたします。

短

歌

◆
パ
シ
ュ
ミ
ナ
は

　

白
お
く
る
み
に
包
ま
れ
し

　

赤
子
の
よ
う
で
い
と
愛
ら
し
き

（
岸
和
田
市　

岡
本
雅
子
さ
ん
）
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ジンケンコウシンコク
ニホン

（人権後進国日本）

6月号の当選者と答え

藤本澄枝さん、多田美穂子さん、辻本

とし子さん、薮洋子さん、鈴木英雄さん、

前田千世子さん、千野聡子さん、籠谷

利子さん、大森茂美さん、平松一隆さん、

大杉タツ子さん、井上貞子さん、浜野

瞳さん、久保富子さん、木越敦子さん

●応募総数…63通　●正解者数…62名

解　

答

A B C D E F G

H I J K L M

第
76
回
理
事
会
は
２
０
２
３
年
６
月
27

日
（
火
）
北
野
田
診
療
所
３
階
会
議
室
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
議
長
に
今
口
専
務
理
事

が
選
出
さ
れ
、
中
村
理
事
長
が
開
会
の
挨

拶
を
行
い
ま
し
た
。
前
回
理
事
会
議
事
録

を
出
席
理
事
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。

報
告
事
項
で
は
今
口
専
務
よ
り
、
大
阪

民
医
連
及
び
生
協
関
係
発
信
資
料
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
北
村
常
務

よ
り
、
組
合
員
活
動
委
員
と
社
保
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

人
事
・
労
務
関
係
に
つ
い
て
、
労
働
組

合
と
の
定
期
協
議
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
北
村
常
務
よ
り
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
委
員
会
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
口
専
務
よ
り
、
５
月
の
法
人
経
営
事
業

概
況
に
つ
い
て
別
紙
に
基
づ
き
報
告
を
受

け
、
各
エ
リ
ア
担
当
理
事
か
ら
組
合
員
活

動
に
つ
い
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

討
議
・
承
認
事
項
に
つ
い
て
今
口
専
務

よ
り
、
ニ
項
組
合
員
の
承
認
に
つ
い
て
、

該
当
者
が
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。北

野
田
・
狭
山
・
堺
北
の
電
子
カ
ル
テ

及
び
組
合
員
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
つ
い
て

（
税
込
１
９
２
５
万
円
）、
リ
ー
ス
会
社
の

選
定
は
専
務
室
会
議
に
一
任
す
る
こ
と
が

提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

夏
季
一
時
金
の
支
給
に
つ
い
て
、
予

算
ど
お
り
夏
季
一
時
金
は
１
・
４
カ
月
と

し
、
非
常
勤
は
前
年
同
水
準
で
支
給
し
、

支
給
日
は
７
月
10
日
に
す
る
こ
と
が
提
案

さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
２
０
２
３
年

度
役
員
報
酬
に
つ
い
て
、
総
代
会
で
議
決

さ
れ
た
役
員
報
酬
限
度
額
、
理
事
報
酬

７
０
０
０
万
円
、
監
事
報
酬
60
万
円
、
常

勤
職
員
理
事
は
手
当
と
し
て
月
１
万
円
、

非
常
勤
理
事
月
１
万
円
＋
税
（
た
だ
し
理

事
会
欠
席
時
は
支
給
し
な
い
）、
監
事
は

非
常
勤
理
事
と
同
じ
と
す
る
こ
と
、
理
事

長
・
副
理
事
長
・
専
務
理
事
・
常
務
理
事

の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
と
同
じ
く

合
併
時
に
取
り
決
め
た
ル
ー
ル
で
行
う
こ

と
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

す
べ
て
の
議
事
が
終
了
し
た
の
で
理
事

会
を
閉
会
し
ま
し
た
。

理  

事  

会  

通  

信

ハガキ・封書の送り先
〒599-8124 堺市東区南野田127
大阪みなみ医療福祉生協・
組合員活動部
メールはこちらへ

kumikatu-2@osakaminami.net

ハガキや封書、メールでお送りください。

表紙の写真 テーマは「秋」。採用者には「QUO
カード」をプレゼント！

川柳・俳句・短歌 テーマなし。

組合員さんの声 テーマなし。

クロスワード
クイズ

答えを書いてお送りください。
正解者の中から抽選で15名に「QUO
カード」をプレゼント！

わが家の
ベストショット

テーマなし。採用者には「QUOカー
ド」をプレゼント！

ウチの自慢の
健康料理

レシピに写真を添えてお送りくださ
い。採用者には「QUOカード」を
プレゼント！

※いずれも 毎月末締切〈消印有効〉です。
※ご提供いただいた写真はお返しできません。あらかじめご了
承ください。

タ
テ
の
キ
ー

①
水
が
ふ
き
だ
す
仕
掛
け

②
案
山
子
、
何
と
読
む

③
直
接
。
―
―
談
判

④
収
穫
。
麦
の
―
―
で
多
忙

⑤
首
都
が
バ
グ
ダ
ッ
ド
の
国

⑦
幼
虫
は
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ

⑨
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
略

⑪
空
腹
で
学
校
帰
り
の
途
中
よ
く

―
―
し
た
も
の
だ

⑭
世
間
。
―
―
離
れ
し
た
人

⑯
え
り
が
丸
く
く
り
ぬ
い
た
も
の
。

―
―
シ
ャ
ツ

⑱
液
体
中
の
混
じ
り
物
が
底
に
沈

み
た
ま
る
こ
と

⑲
安
価
。
―
―
販
売

㉑
彼
と
は
―
―
が
合
う

㉓
漱
石
の
―
―
書

ヨ
コ
の
キ
ー

①
―
―
で
崩
れ
た
岩
石
。 

 

戦
争
体
験
を
―
―
さ
せ
ぬ

③
自
分
の
家
で
つ
く
る

⑥
清
算
し
て
―
―
な
し
に

⑧
水
力
で
車
を
回
す
機
械
。
揚
水
、

製
粉
な
ど
に
利
用

⑩
お
ど
か
し
。
―
―
射
撃

⑫
ゴ
ル
フ
で
ア
ウ
ト
の
対

⑬
空
気
冷
却
の
略

⑮
神
社
の
周
囲
に
設
け
た
垣

⑰
詮
無
い
―
―
を
こ
ぼ
す

⑲
電
車
は
こ
の
上
を
走
る

⑳
主
要
な
原
因

㉒
目
は
―
―
程
に
物
を
言
い

㉔
病
人
を
介
抱
す
る
こ
と

㉕
ウ
ン
と
も
―
―
と
も
言
わ
な
い

応
募
方
法

答
え
は
ハ
ガ
キ
に
記
入
の
上
、

〒
5
9
9
―
8
1
2
4

堺
市
東
区
南
野
田
1
2
7

大
阪
み
な
み
医
療
福
祉
生
協
・

組
合
員
活
動
部
ま
で
、
ひ
と
こ
と

添
え
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

15
名
の
方
に
Ｑク

オ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

◆
締
切
は
8
月
31
日〈
消
印
有
効
〉

ク ロ ス ワ ー ド パ ズ ル
カ
ギ
を
解
き
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
す
か
？



◆応募締め切り：9月30日（消印有効）
◆応募方法：住所・氏名・年齢を記入
し、希望の展示会場（診療所）に○印を
つけて直接診療所までお持ちいただく
か、郵送でご応募ください。  
メールでの応募は不可。ぬりえ現物を
ご提出ください。
　〈宛先〉
　〒599-8124　堺市東区南野田127
　大阪みなみ医療福祉生活協同組合

　　組合員活動部 まで
◆投票方法
　投票期限10月2日～ 31日まで。北野
田診療所・狭山みんなの診療所・堺北

診療所・コープ診療所・阪南医療生協
診療所の各所に展示し、患者さん・組
合員のみなさんで投票を行います。そ
の結果、各診療所ごとの各部門上位5名
が入賞となります。

◆最優秀賞発表
　『くらしと医療』編集委員会にて、各診
療所の入賞者の中から、大人・ジュニ
アの各部門より1名を厳選し、『くらし
と医療』2023年12月・2024年1月合
併号の表紙にて発表を行います。

◆入賞発表
　『くらしと医療』2023年12月・2024
年1月合併号にて発表します。

ご応募いただいた中から投票を行い、おとな
部門（中学生以上）25名・ジュニア部門（小
学6年生以下）25名、合計50名様に500円
分のクオカードを贈呈いたします。
ぬりにくい場合は、題材をコピーしてご利用
ください。ご家族やグループでの参加も大歓
迎。たくさんのご応募をお待ちしております。
〈応募は１人１作品とします〉

◆おとな部門（中学生以上） ……………25名様
◆ジュニア部門（小学6年生以下）……25名様

賞品 ▼ 　　　 円分の

※結果発表後、50名の当選者にクオカードをお送りさせていただきます。
※ご応募いただいた作品は返却いたしません。また、応募作品の著作権は、応募した時点で大阪みなみ医療福祉生活協同組合に譲渡したものとさせていただきます。

500500

キリトリ

お名前

（　　　）歳

住所　〒

ご希望の展示会場
◯印をつけてください

北野田診療所　  狭山みんなの診療所　  堺北診療所　  コープ診療所　  阪南医療生協診療所

ぬりえコンテスト開催!ぬりえコンテスト開催!
秋の強化月間共同企画


